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女性たちの市政懇談会（ワークショップ） 実施記録  

 

【ワークショップテーマ】 

世代を超えて語ろう～私たちの“困りごと”から未来をつくる 幸せに暮らすために～ 

【日時】令和７年 11月 11日（火）19：00～20：45 

【場所】魚津市役所 3階 大会議室 

 

【参加者】27名 

魚津市更生保護女性会、魚津市農業協同組合女性部、魚津商工会議所女性会、魚津市 PTA

連合会、うおづ女性ネットワーク、グループ波、男女共同参画地域推進員、NAPs、愉快な

ばぁば、保育園保護者会 など 

 

【市出席】 

市長、副市長、女性活躍社会推進室長（総務部長）、教育委員会事務局長、 

総務部次長、民生部次長、女性活躍社会推進室長代理（地域協働課長）、 

女性活躍社会推進室（地域協働課長代理） 

 

魚津市議会 金川議長、中瀬議員 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【ワークショップテーマ】 

「世代を超えて語ろう 

  ～私たちの“困りごと”から未来をつくる 幸せに暮らすために～」 

【目的】 

・各世代の女性が抱える課題を出し合い、世代間の違いや共通点を理解する 

・課題を行政と共有し、現実的な解決策や将来に向けた方向性を探る 

・市の施策に女性の声を反映し、協働による地域づくりにつなげる 

 

【グループワーク内容】 

①今、こんな困りごとがある！ 

②今できそうなこと（自分たちで／行政で） 

③今すぐは無理だけど、将来こうなっていたい！ 

④一言メッセージ 
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【グループ発表】 

Ａグループ 

 

 

Ｂグループ 

 

 

 

 

 

 

① ・物価高騰 

・年金生活 

・健康の不安 

・空き家問題 

★団体の役員の担い手不足、地域の繋がりが 

薄い 

② ・地域行事などつながりを作る場を作ってほしい 

・活動を知ってもらう努力をする必要がある 

・お茶会程度の場を作る 

・空き家問題は地域、個人では解決が難しいため行政にやってもらいたい 

③ ・余裕のある暮らしがしたい 

・まずは自分達の活動を知ってもらうことで、つながりが生まれて、団体の存続に

もつながっていく。小さいつながりを絶やさずにしていく。 

④ ・良い意味でお節介ができる社会になると良い。 

① ・老後、介護の不安 

・家事の負担、分担 

・夕食の献立、お弁当作りが面倒 

・育児や家事のバランス 

・地域の高齢化 

★魚津の女性は考えを表に出さない。 

★障害児への理解が薄い、支援が不足 

★空き家問題 

② ・障害への支援、空き家 → どこに相談すれば良いかわからない。手続きや相談

事のワンストップ窓口が欲しい。 

・村の寄り合いには男性が行っている。 → 夫婦で参加してみる。 

③ ・障がい者（児）版のケアマネのような制度があると良い。 

・障害児支援として放課後の支援を充実させてほしい。安心して預けられる場があ

ると良い。 

・男女問わずお互いにいたわりあえる立場関係 

④ ・障がい児、不登校児が理解のある人に見てもらう環境を。 

・魚津市が近隣に負けない魅力ある市であってほしい。 

・行政も地域も時代とともに進歩していくのはありがたい。 

・困りごとに無関心にならないこと。 
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Ｃグループ 

 

 

Ｄグループ 

 

 

 

 

① ★介護が不安 

・空き家の増加 

★交通手段、子どもの送り迎えが不安 

・地域の担い手不足 

・地域交流の減少 

② ・介護→問題を一人で抱えない。深く考えすぎ 

ない。GPSの活用。 

・交通手段 → 子どもが自由に公共交通を使えるようになれば良い。 

・まだ利用できる家のデータベースを WEBで見られるように。 

・若い方へ空き家の情報発信が必要 

③ ・身近な、世代を超えた繋がり。気持ちの共有。 

・コミセンでの異世代交流。 

・コンパクトシティの実現 

・地域で子育て 

・色々なものが細分化されている、それをうまく繋げられれば、地域の繋がりにな

っていく。活動の幅も広がる。 

・コミュニケ-ション能力を高める教育にも注力を。ディベートなど。 

④ ・となり近所の繋がりを増やしていこう。 

・言いたいことが言える世の中にしよう。 

・困りごとの声を上げていこう。 

① ・クマの出没 

・街路樹の葉っぱがゴミいっぱい 

・女性が家事を担当している家が多い 

・家事の分担 

・地域の役員の担い手不足 

・リーダーに女性の参加が少ない 

② ★若い人の活躍を支援、高校の活動などを支援 

・今から世代を超えたコミュニティを設けていく 

・一人一人が自分事として考えるべき 

・家が欲しい人とのマッチングをしたらよい 

・高校がなくならないように大切にしてほしい 

③ ・思考の転換が必要 

★若い人の活躍を後押しできる街になれば良い。 → 若者のやる気や郷土愛に繋

がる。 

④ ・埋没林博物館は魅力的なのでもっと見せ方を工夫してほしい 

・ウイスキーフェス良かった。意外なことでも素敵であればよい 
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Ｅグループ  

 

 

Ｆグループ 

① ★夜道がくらい。クマ、不審者が心配。 

★登下校の不安、特に送迎の問題。コミュ 

ニティバスの待合場所がない。 

・魚津は遊ぶ場所が少ない。 

・仕事家事育児が負担。車の運転が不安 

 ⇒ 家事の代行サービス 

★コミセンになって使い方がよく分からない。 

予約期間が短い。 

② ・夜道→街灯が増えると良い。 

・登下校、送迎バス → 中学生くらいまで、バス送迎を安心して待てる場所があ

ると良い。 

③ ・街灯が増えて各地区の危険箇所が０になると良い。 

・コミュニティバスをスクールバスとして小学生から乗れるようにする。使い方が

分かれば年をとってもバス利用するようになる。 

・コミセン→半年くらい前から予約ができれば使いやすい。色々な人や団体が利用

を増やせば街の活性化に繋がる。 

・レディーファーストを社会全体で。 

・職場で家事教室があればよい 

④ ・市長の笑顔が好き。 

・みんなで魚津をよくして行きたい。 

① ★子どもの放課後の過ごし方が心配。 

学童に完全に頼れない。共働きだと 

行き場がなくなる。 

・健康の不安 

・仕事と家庭の両立 

・家族の介護の不安 

・子どもの未婚 

★空き家問題 

② ・子育て ⇒ 新川こども施設のソフト事業を行政で充実させてほしい。 

・民営の学童があればよい。放課後の過ごし方の選択肢。 

・魚津の自然を満喫できるような取組みをする団体があると良い。 

・空き家 ⇒ 今のうちに管理をがんばる。 

③ ・良いサービスはあるが活用できていないのでもっと活用しよう。 

・魚津だからこそできる学校ができたら良い。都市部から移住者が増えるような取

組みを ⇒ 空き家問題の解決に繋がる 

・子育てをサポートするボランティアの存在 

・子育てにシルバー世代を活用できたらよい 

④ ・箱物の有効活用をみんなで考えよう。 

・世代を超えた意見交換、お互いを尊重できる場はありがたい。 

・子どもは社会の宝。みんなで大切に育てよう 
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【各グループの発表資料】 

Ａグループ 
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Ｂグループ 
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Ｃグループ 
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Ｄグループ 
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Ｅグループ 
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Ｆグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


